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１．概要（Summary） 

 現在でも実験室環境で培養に成功している微生物は少

なく，99％の微生物は未培養であるとされている。培養化

には単離プロセス，培養プロセスの両プロセスが重要であ

るが，特に培養に関わる微生物の増殖に「表現型不均一

性」が関与していることが多数報告されている[1]。そこで

本研究では，難培養性微生物である硝化菌に着目し，そ

の表現型不均一性と増殖ならびに実験室環境での培養

性との関連性を調査することを目指している。硝化菌を個

体レベルで観察するためには，マイクロ流体デバイスを用

いたシングルセル観察が欠かせない。そこで早稲田大学

NTRC の技術を用いて，カバーガラス上に円形のチャン

バー（直径 65 μm，高さ 0.7 μm - 0.9 μm）を構築し，硝

化菌のシングルセル観察を実施した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・両面マスクアライナ 

・表面極微細構造測定装置（テンコール） 

・プラズマリアクター（ヤマト科学製/PR500） 

【実験方法】 

 スピンコータの塗布条件すなわち回転数と時間とを種々

変化させながらカバーガラス上に SU-8 2000.5 を塗布し

た。その後，マスクアライナを用いて 105 mJ/cm2 でパタ

ーンを転写した。最後に SU-8 developer 45secを 2回，

IPA を 30sec と 1min で，現像を実施した。カバーガラス

の膜厚は，テンコールを用いて測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

高さ0.7 μm - 1.0 μmの膜厚を形成することに成功した。

一部では，膜厚が0.5 μmや1.2 μmとなる場合があった。

作成したカバーガラスを用いて数日間にわたってシングル

セル観察を実施し，硝化菌Nitrosomonas mobilis Ms1

を個体レベルで観察することに成功した。 

SU-8 2000.5で構築したパターンは，長期間に及ぶ観

察でも壊れること無く使用できた。一方で，一部の膜厚が

不均一であるため，膜厚によって細胞の挙動に違いが生

まれてしまう可能性がある。今後はより均一に膜厚を形成

する手法の開発を目指す。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・参考文献： [1] M. Ackermann, Nature Reviews 

Microbiology 13, (2015) 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

日本生物工学会【東日本支部】第 16 回学生発表討論会

オンライン開催（2021/11/19），池田秀斗（早大・生医）. 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

 


